
JP 5823108 B2 2015.11.25

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイパネル用ゲートドライバの駆動に必要な電圧を印加する電源ドライバであ
って、
　バッテリーからの電圧が印加されて第１電圧を生成する第１ブースタと、
　前記第１電圧、または前記電源ドライバの外部で生成されて前記ディスプレイパネルに
印加される第２電圧のうちのいずれか一つを選択し、当該選択した電圧を出力する電圧選
択部と、
　前記電圧選択部の出力が印加されて、前記ゲートドライバの駆動に必要な電圧を生成す
る第２ブースタと、を備え、
　前記電圧選択部は、
　前記ディスプレイパネルに印加された前記第２電圧が安定化していないとき、前記第１
電圧を選択し、前記第２電圧が安定化した後に、前記第２電圧を選択することを特徴とす
る電源ドライバ。
【請求項２】
　前記第２電圧を選択する時間は、既定の時間であることを特徴とする請求項１に記載の
電源ドライバ。
【請求項３】
　前記第２電圧の波形を検知する波形検知部をさらに備え、
　前記電圧選択部は、前記波形検知部が検知した第２電圧の波形が安定化したと判断され
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るとき、前記第２電圧を選択することを特徴とする請求項１に記載の電源ドライバ。
【請求項４】
　前記電圧選択部は、
　前記第１ブースタと前記第２ブースタとの間に連結される第１スイッチング素子と、
　前記第２電圧を供給する配線と前記第２ブースタとの間に連結される第２スイッチング
素子と、
　前記第１スイッチング素子及び前記第２スイッチング素子のスイッチング動作を制御す
るスイッチング制御部と、を備えることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載
の電源ドライバ。
【請求項５】
　前記第２電圧の供給が遮断される時、前記電圧選択部は、前記選択を前記第２電圧から
前記第１電圧に変更することを特徴とする請求項１に記載の電源ドライバ。
【請求項６】
　ディスプレイパネル用ゲートドライバの駆動に必要な電圧を印加する電源ドライバの駆
動方法であって、
　バッテリーからの電圧が印加されてブースタで第１電圧を生成するステップと、
　前記電源ドライバの外部で生成された第２電圧を前記ディスプレイパネルおよび前記電
源ドライバに印加するステップと、
　前記第１電圧または前記第２電圧のうちのいずれか一つを選択するステップと、
　前記選択した電圧を使用して、前記ゲートドライバの駆動に必要な電圧を生成するステ
ップと、を含み、
　前記選択するステップでは、
　前記ディスプレイパネルに印加された前記第２電圧が安定化していないとき、前記第１
電圧を選択し、前記第２電圧が安定化した後に、前記第２電圧を選択することを特徴とす
る電源ドライバの駆動方法。
【請求項７】
　前記第２電圧を選択する時間は、既定の時間であることを特徴とする請求項６に記載の
電源ドライバの駆動方法。
【請求項８】
　前記選択するステップでは、第２電圧の波形が安定化したと判断されるとき、前記第２
電圧を選択することを特徴とする請求項６に記載の電源ドライバの駆動方法。
【請求項９】
　前記第２電圧の供給が遮断される時、前記選択を前記第２電圧から前記第１電圧に変更
するステップをさらに含むことを特徴とする請求項６～８のいずれか１項に記載の電源ド
ライバの駆動方法。
【請求項１０】
　複数の画素回路を備えるディスプレイパネルと、
　前記ディスプレイパネルを駆動するゲートドライバと、
　前記ゲートドライバに必要な電圧を供給する第１電源ドライバと、
　前記第１電源ドライバに電圧を供給するバッテリーと、
　前記ディスプレイパネルに電源電圧を供給する第２電源ドライバと、を備え、
　前記第１電源ドライバは、
　前記バッテリーからの電圧が印加されて第１電圧を生成する第１ブースタと、
　前記第１電圧または前記電源電圧のうちいずれか一つを選択し、当該選択した電圧を出
力する電圧選択部と、
　前記電圧選択部の出力が印加されて、前記ゲートドライバの駆動に必要な電圧を生成す
る第２ブースタと、を備え、
　前記バッテリーからの電圧または前記第２電源ドライバからの電圧のうちいずれか一つ
を使用して、前記ゲートドライバに必要な電圧を生成し、
　前記電圧選択部は、
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　前記ディスプレイパネルに印加された前記電源電圧が安定化していないとき、前記第１
電圧を選択し、前記電源電圧が安定化した後に、前記電源電圧を選択することを特徴とす
る有機発光表示装置。
【請求項１１】
　前記電源電圧を選択する時間は、既定の時間であることを特徴とする請求項１０に記載
の有機発光表示装置。
【請求項１２】
　前記電源電圧の波形を検知する波形検知部をさらに備え、
　前記電圧選択部は、前記波形検知部が検知した電源電圧の波形が安定化したと判断され
るとき、前記電源電圧を選択することを特徴とする請求項１０に記載の有機発光表示装置
。
【請求項１３】
　前記電源電圧の供給が遮断される時、前記電圧選択部は、前記選択を前記電源電圧から
前記第１電圧に変更することを特徴とする請求項１０～１２のいずれか１項に記載の有機
発光表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電源ドライバ、その駆動方法、及び電源ドライバを備える有機発光表示装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　平板ディスプレイ装置を駆動するためには、多様な大きさの電圧を必要とする。例えば
、能動型有機発光表示装置（ＡＭＯＬＥＤ：Ａｃｔｉｖｅ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｏｒｇａｎｉ
ｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ）を含む携帯用装置は、ディスプレ
イパネルに備えられた画素回路の駆動に必要な電圧である第１電源電圧ＥＬＶＤＤ及び第
２電源電圧ＥＬＶＳＳを必要とする。また、各画素回路に含まれているトランジスタのス
イッチングのための第１駆動電圧ＶＧＨと第２駆動電圧ＶＧＬとを必要とする。
【０００３】
　第１電源電圧ＥＬＶＤＤ及び第２電源電圧ＥＬＶＳＳは、有機発光表示装置とは別途に
備えられた電源ＩＣによって生成されてディスプレイパネルに印加される。一方、第１駆
動電圧ＶＧＨと第２駆動電圧ＶＧＬとは、ディスプレイパネル内に備えられたＬＴＰＳ（
Ｌｏｗ　Ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ　Ｐｏｌｙｓｉｌｉｃｏｎ）ゲートドライバを駆動する
ための電源ドライバで生成される。
【０００４】
　この時、電源ドライバは、携帯電話のような携帯用装置に使われるバッテリーから電圧
を印加され、必要とする電圧、すなわち、第１駆動電圧ＶＧＨと第２駆動電圧ＶＧＬとに
変換する。
【０００５】
　出力電圧を所定の電圧値まで安定して立ち上げる技術としては、たとえば下記特許文献
１の電源電圧変換回路が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－２８７１４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明が解決しようとする技術的課題は、バッテリーの電圧に関係なく、ゲートドライ
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バの駆動に必要な電圧を安定的に提供できる電源ドライバ、その駆動方法、及び電源ドラ
イバを備える有機発光表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決するために、本発明の一側面は、バッテリーからの電圧が印加されてデ
ィスプレイパネル用ゲートドライバの駆動に必要な電圧を印加する電源ドライバであって
、前記バッテリーからの電圧が印加されて、第１電圧を生成する第１ブースタと、前記第
１電圧、または外部で生成されて前記ディスプレイパネルに印加される第２電圧のうちい
ずれか一つを選択し、当該選択した電圧を出力する電圧選択部と、前記電圧選択部の出力
が印加されて、前記ゲートドライバの駆動に必要な電圧を生成する第２ブースタと、を備
えることを特徴とする電源ドライバを提供する。
【０００９】
　このような本発明の他の特徴によれば、前記電圧選択部は、前記ディスプレイパネルの
動作初期において、前記第１電圧を選択し、前記第２電圧が安定化した後に、前記第２電
圧を選択できる。
【００１０】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記第２電圧を選択する時間は、既定の時間であり
うる。
【００１１】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記第２電圧の波形を検知する波形検知部をさらに
備え、前記波形検知部の検知結果によって、前記第２電圧を選択する時間を決定できる。
【００１２】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記電圧選択部は、前記第１ブースタと前記第２ブ
ースタとの間に連結される第１スイッチング素子と、前記第２電圧を供給する配線と前記
第２ブースタとの間に連結される第２スイッチング素子と、前記第１スイッチング素子及
び前記第２スイッチング素子のスイッチング動作を制御するスイッチング制御部と、を備
えうる。
【００１３】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記ディスプレイパネルの動作が終了する時、前記
電圧選択部は、前記選択を前記第２電圧から前記第１電圧に変更できる。
【００１４】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記電圧選択部が前記第２電圧を選択する間に、前
記第１ブースタをオフ状態にさせうる。
【００１５】
　前記課題を解決するために、本発明の他の側面は、バッテリーからの電圧が印加されて
、ディスプレイパネル用ゲートドライバの駆動に必要な電圧を印加する電源ドライバの駆
動方法であって、前記バッテリーからの電圧が印加されてブースタで第１電圧を生成する
ステップと、外部で生成された第２電圧を前記ディスプレイパネルおよび前記電源ドライ
バに印加するステップと、前記第１電圧または前記第２電圧のうちいずれか一つを選択す
るステップと、前記選択した電圧を使用して、前記ゲートドライバの駆動に必要な電圧を
生成するステップと、を含むことを特徴とする電源ドライバの駆動方法を提供する。
【００１６】
　このような本発明の他の特徴によれば、前記第１電圧または前記第２電圧のうちいずれ
か一つを選択するステップは、前記ディスプレイパネルの動作初期において、前記第１電
圧を選択し、前記第２電圧が安定化した後に前記第２電圧を選択できる。
【００１７】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記第２電圧を選択する時間は、既定の時間であり
うる。
【００１８】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記第２電圧を選択する時間は、前記第２電圧の波
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形を検知した結果によって決定されうる。
【００１９】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記ディスプレイパネルの動作が終了する時、前記
選択を前記第２電圧から前記第１電圧に変更するステップをさらに含みうる。
【００２０】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記第２電圧を選択する間に、前記ブースタをオフ
状態にするステップをさらに含みうる。
【００２１】
　前記課題を達成するために、本発明の他の側面は、複数の画素回路を備えるディスプレ
イパネルと、前記ディスプレイパネルを駆動するゲートドライバと、前記ゲートドライバ
に必要な電圧を供給する第１電源ドライバと、前記第２電源ドライバに電圧を供給するバ
ッテリーと、前記ディスプレイパネルに電源電圧を供給する第２電源ドライバと、を備え
、前記第１電源ドライバは、前記バッテリーからの電圧、または前記第２電源ドライバか
らの電圧のうちいずれか一つを使用して、前記ゲートドライバに必要な電圧を生成するこ
とを特徴とする有機発光表示装置を提供する。
【００２２】
　このような本発明の他の特徴によれば、前記第１電源ドライバは、前記バッテリーから
の電圧が印加されて第１電圧を生成する第１ブースタと、前記第１電圧または前記電源電
圧のうちいずれか一つを選択し、当該選択した電圧を出力する電圧選択部と、前記電圧選
択部の出力を印加されて、前記ゲートドライバの駆動に必要な電圧を生成する第２ブース
タと、を備えうる。
【００２３】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記電圧選択部は、前記ディスプレイパネルの動作
初期において、前記第１電圧を選択し、前記電源電圧が安定化した後に前記電源電圧を選
択できる。
【００２４】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記電源電圧を選択する時間は、既定の時間であり
うる。
【００２５】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記電源電圧の波形を検知する波形検知部をさらに
備え、前記波形検知部の検知結果によって、前記電源電圧を選択する時間を決定できる。
【００２６】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記ディスプレイパネルの動作が終了する時、前記
電圧選択部は、前記選択を前記第２電圧から前記第１電圧に変更できる。
【００２７】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記電圧選択部が前記電源電圧を選択する間に、前
記第１ブースタをオフ状態にさせうる。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明によれば、バッテリーの電圧に関係なく、ゲートドライバの駆動に必要な電圧を
安定的に提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の一実施形態による電源ドライバ及びその周辺構成を示すブロック図であ
る。
【図２】本発明の一実施形態による電圧選択部を示す図である。
【図３】本発明の他の実施形態による電圧選択部を示す図である。
【図４】本発明の一実施形態による有機発光表示装置を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
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　以下、添付した図面を参照して、本発明の実施形態について詳細に説明する。
【００３１】
　［電源ドライバの構成］
　図１は、本発明の一実施形態による電源ドライバ及びその周辺構成を示すブロック図で
ある。
【００３２】
　図１を参照すれば、本実施形態による電源ドライバ１００は、第１ブースタ１１０、電
圧選択部１２０、第２ブースタ１３０、第３ブースタ１４０を備える。また、電源ドライ
バ１００の外部には、バッテリー１、ゲートドライバ２、ディスプレイパネル３が備えら
れる。
【００３３】
　バッテリー１は、電源ドライバ１００に電源を供給する。バッテリー１は、鉛蓄電池、
ニッケルカドミウム（ＮｉＣｄ）電池、リチウムイオン（Ｌｉ－ｉｏｎ）電池、ニッケル
水素（ＮｉＭＨ）蓄電池、リチウムイオンポリマー（Ｌｉ－ｉｏｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒ）電
池など、充電可能な二次電池が使われうる。また、これに限定されず、乾電池のような一
次電池が使われうる。
【００３４】
　ゲートドライバ２は、電源ドライバ１００から電源を供給されて走査信号を生成し、ゲ
ートドライバ２に連結された複数の走査ラインに順次に生成した走査信号を供給する。ゲ
ートドライバ２は、走査信号を走査ラインに順次に供給するために、シフトレジスタを備
えうる。
【００３５】
　ディスプレイパネル３は、ゲートドライバ２によって走査信号を供給される。また、デ
ィスプレイパネル３内に備えられた画素回路には、電源ドライバ１００と別途に備えられ
た電源ＩＣから供給される第１電源電圧ＥＬＶＤＤ及び第２電源電圧ＥＬＶＳＳが印加さ
れる。
【００３６】
　電源ドライバ１００は、ディスプレイパネル用ゲートドライバ２の駆動に必要な電圧を
生成する。電源ドライバ１００は、第１ブースタ１１０、電圧選択部１２０、第２ブース
タ１３０、及び第３ブースタ１４０を備えうる。
【００３７】
　第１ブースタ１１０は、バッテリー出力電圧Ｖｂｏｕｔを印加され、バッテリー出力電
圧Ｖｂｏｕｔを使用して第１電圧Ｖ１を生成する。第１電圧Ｖ１は、バッテリー出力電圧
Ｖｂｏｕｔより大きい電圧でありうる。したがって、第１ブースタ１１０は、出力電圧が
入力電圧より大きいブーストコンバータ（昇圧型コンバータ）が使われうる。バッテリー
１の種類は、必ずしも既定のものではないので、バッテリー１の種類によってバッテリー
出力電圧Ｖｂｏｕｔの大きさは、異なる場合がありうる。したがって、第１ブースタ１１
０は、多様な範囲の電圧に対して第１電圧Ｖ１を生成できるように構成されなければなら
ない。
【００３８】
　電圧選択部１２０は、第１ブースタ１１０と第２ブースタ１３０との間に備えられ、電
圧選択部１２０には、第１ブースタ１１０の出力電圧である第１電圧Ｖ１と、外部の電源
ＩＣで生成された第１電源電圧ＥＬＶＤＤとが印加される。電圧選択部１２０は、第１電
圧Ｖ１及び第１電源電圧ＥＬＶＤＤのうちからいずれか一つの電圧を選択して、第２ブー
スタ１３０に出力する。すなわち、電圧選択部１２０の出力電圧Ｖｏｕｔは、第１電圧Ｖ
１または第１電源電圧ＥＬＶＤＤのうちいずれか一つでありうる。
【００３９】
　電圧選択部１２０は、前記のような二つの電圧のうちいずれか一つを選択するために、
第１スイッチング素子ＳＷ１、第２スイッチング素子ＳＷ２、及びスイッチング制御部１
２１を備えうる。
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【００４０】
　第１スイッチング素子ＳＷ１は、第１ブースタ１１０の出力端と第２ブースタ１３０の
入力端との間に連結される。
【００４１】
　第２スイッチング素子ＳＷ２は、第１電源電圧ＥＬＶＤＤを供給する配線または前記第
１電源電圧ＥＬＶＤＤを出力する外部の電源ＩＣの出力端子と、第２ブースタ１３０の入
力端との間に連結される。
【００４２】
　スイッチング制御部１２１は、第１スイッチング素子ＳＷ１のスイッチング動作を制御
する第１制御信号ＣＳ１と、第２スイッチング素子ＳＷ２のスイッチング動作を制御する
第２制御信号ＣＳ２とを生成する。第１電圧Ｖ１または第１電源電圧ＥＬＶＤＤのうちい
ずれか一つの電圧が第２ブースタ１３０に印加されなければならないので、スイッチング
制御部１２１は、第１スイッチング素子ＳＷ１と第２スイッチング素子ＳＷ２のうちのど
ちらか一方がオン（Ｏｎ）状態となるようにＣＳ１とＣＳ２とを制御する。
【００４３】
　スイッチング制御部１２１は、既定の時間によって、あるいは第１電源電圧ＥＬＶＤＤ
の波形が安定化した程度に応じて、第１スイッチング素子ＳＷ１または第２スイッチング
素子ＳＷ２のスイッチング動作を制御する。
【００４４】
　第２ブースタ１３０は、電圧選択部１２０の出力電圧Ｖｏｕｔが印加されて、ゲートド
ライバ２の駆動に必要な第１駆動電圧ＶＧＨを生成する。第２ブースタ１３０の出力電圧
である第１駆動電圧ＶＧＨは、入力電圧である電圧選択部１２０の出力電圧Ｖｏｕｔより
大きい。したがって、第２ブースタ１３０は、ブーストコンバータが使われうる。
【００４５】
　第３ブースタ１４０は、バッテリー出力電圧Ｖｂｏｕｔと第２ブースタ１３０の出力電
圧である第１駆動電圧ＶＧＨとが印加されて、ゲートドライバ２の駆動に必要な第２駆動
電圧ＶＧＬを生成する。第３ブースタ１４０の出力電圧である第２駆動電圧ＶＧＬは、入
力電圧である第１駆動電圧ＶＧＨと極性が逆の値でありうる。したがって、第３ブースタ
１４０は、バックコンバータ（反転コンバータ）が使われうる。
【００４６】
　以下、電圧選択部の詳細な実施形態について説明する。
【００４７】
　図２は、本発明の一実施形態による電圧選択部１２０を示す図である。
【００４８】
　電圧選択部１２０は、スイッチング素子としてトランジスタを使用できる。図２を参照
すれば、第１スイッチング素子ＳＷ１及び第２スイッチング素子ＳＷ２は、それぞれＰＭ
ＯＳトランジスタが使われる。
【００４９】
　第１スイッチング素子ＳＷ１は、第１ブースタ１１０の出力端と電圧選択部１２０の出
力端との間に連結される。第１スイッチング素子ＳＷ１のゲート電極には、第１制御信号
ＣＳ１が印加され、第１制御信号ＣＳ１がローレベルである時、第１電圧Ｖ１を第２ブー
スタ１３０に印加させる。
【００５０】
　第２スイッチング素子ＳＷ２は、第１電源電圧ＥＬＶＤＤ供給用配線と電圧選択部１２
０の出力端との間に連結される。第２スイッチング素子ＳＷ２のゲート電極には、第２制
御信号ＣＳ２が印加され、第２制御信号ＣＳ２がローレベルである時、第１電源電圧ＥＬ
ＶＤＤを第２ブースタ１３０に印加させる。
【００５１】
　本実施形態では、第１スイッチング素子ＳＷ１及び第２スイッチング素子ＳＷ２として
ＰＭＯＳトランジスタが使われたが、これに限定されるものではない。すなわち、第１ス
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イッチング素子ＳＷ１及び第２スイッチング素子ＳＷ２としてＮＭＯＳトランジスタが使
われ、ＭＯＳトランジスタだけでなく、スイッチング動作を行える多様なスイッチング素
子が使われることもある。
【００５２】
　図３は、本発明の他の実施形態による電圧選択部１２０を示す図である。
【００５３】
　電圧選択部１２０は、スイッチング素子としてトランジスタを使用できる。図３を参照
すれば、第１スイッチング素子ＳＷ１は、ＰＭＯＳトランジスタを使用し、第２スイッチ
ング素子ＳＷ２は、ＮＭＯＳトランジスタを使用する。
【００５４】
　第１スイッチング素子ＳＷ１及び第２スイッチング素子ＳＷ２の連結関係は、図２の実
施形態と同一であるので、ここでは説明を省略する。
【００５５】
　第１スイッチング素子ＳＷ１と第２スイッチング素子ＳＷ２とは、オン状態となる制御
信号の論理レベルが異なる。すなわち、第１スイッチング素子ＳＷ１は、ゲート電極にロ
ーレベル信号が印加される時にオン状態となり、第２スイッチング素子ＳＷ２は、ゲート
電極にハイレベル信号が印加される時にオン状態となる。したがって、第１スイッチング
素子ＳＷ１及び第２スイッチング素子ＳＷ２は、同じ制御信号である第１制御信号ＣＳ１
を印加して、第１スイッチング素子ＳＷ１と第２スイッチング素子ＳＷ２のうちのいずれ
か一方をオン状態にできる。
【００５６】
　本実施形態では、第１スイッチング素子ＳＷ１としてＰＭＯＳトランジスタを使用し、
第２スイッチング素子ＳＷ２としてＰＭＯＳトランジスタを使用したが、これに限定され
るものではない。すなわち、第１スイッチング素子ＳＷ１としてＮＭＯＳトランジスタを
使用し、第２スイッチング素子ＳＷ２としてＰＭＯＳトランジスタが使われることもある
。また、同じ制御信号に対してオン／オフ状態が逆であるスイッチング素子ならば、いず
れのものでも使われうる。
【００５７】
　以下、前述した電源ドライバの駆動方法について説明する。
【００５８】
　［電源ドライバの駆動方法］
　ユーザによってディスプレイパネル３が動作するとき、例えば、ユーザが携帯電話のボ
タンを押してディスプレイ画面に画像を表示するとき、本実施形態による電源ドライバ１
００は、ディスプレイパネル３の動作に必要な電圧を生成する。
【００５９】
　電源ドライバ１００と別途に備えられた電源ＩＣ（図示せず）では、ディスプレイパネ
ル３に備えられた画素回路を駆動するため、第１電源電圧ＥＬＶＤＤと第２電源電圧ＥＬ
ＶＳＳとを生成し、前記生成された第１電源電圧ＥＬＶＤＤと第２電源電圧ＥＬＶＳＳと
をディスプレイパネル３に印加する。
【００６０】
　これと同時に、電源ドライバ１００は、バッテリー１からバッテリー出力電圧Ｖｂｏｕ
ｔを印加し、第１ブースタ１１０を使用して第１電圧Ｖ１を生成する。
【００６１】
　動作初期において、電圧選択部１２０は、第１電圧Ｖ１が第２ブースタ１３０に印加さ
れるように、第１スイッチング素子ＳＷ１をオン状態にする第１制御信号ＣＳ１を第１ス
イッチング素子ＳＷ１に印加する。
【００６２】
　第２ブースタ１３０は、第１電圧Ｖ１を使用して第１駆動電圧ＶＧＨを生成し、これを
ゲートドライバ２に印加する。また、第３ブースタ１３０は、バッテリー出力電圧Ｖｂｏ
ｕｔ及び第１駆動電圧ＶＧＨを使用して、第２駆動電圧ＶＧＬを生成し、これをゲートド
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ライバ２に印加する。
【００６３】
　ディスプレイパネル３の動作初期には、外部の電源ＩＣ（図示せず）で生成された第１
電源電圧ＥＬＶＤＤと第２電源電圧ＥＬＶＳＳとがディスプレイパネル３の各画素回路に
同時に印加され、これにより、相当な大きさの突入電流（Ｉｎｒｕｓｈ　ｃｕｒｒｅｎｔ
）が発生する。また、第１電源電圧ＥＬＶＤＤを生成する電源ＩＣの特性上、ディスプレ
イパネル３の動作初期に、第１電源電圧ＥＬＶＤＤには、相当なリップルが発生し、第１
電源電圧ＥＬＶＤＤの安定化に相当な時間がかかる。しかし、一定時間が経過すれば、突
入電流も除去され、第１電源電圧ＥＬＶＤＤは安定した状態となる。
【００６４】
　したがって、スイッチング制御部１２１は、所定の時間が経過した後、すなわち、第１
電源電圧ＥＬＶＤＤが安定した状態となるタイミングで、第１電圧Ｖ１の代りに、第１電
源電圧ＥＬＶＤＤを第２ブースタ１３０に印加する。
【００６５】
　このため、スイッチング制御部１２１は、第１スイッチング素子ＳＷ１には第１スイッ
チング素子ＳＷ１をオフ状態にする第１制御信号ＣＳ１を印加し、その一方で第２スイッ
チング素子ＳＷ２には第２スイッチング素子ＳＷ２をオン状態にする第２制御信号ＣＳ２
を印加する。
【００６６】
　この時、スイッチング制御部１２１で第２ブースタ１３０に印加する電圧の選択を変更
する時間またはタイミングは、既定の時間によって決定されうる。例えば、反復的な実験
によって、第１電源電圧ＥＬＶＤＤが安定化するタイミングを計算し、計算した結果を既
定値として設定し、スイッチング制御部１２１が設定された値に基づいたタイミングによ
って、第２ブースタ１３０に印加する電圧を変更できる。
【００６７】
　あるいは、スイッチング制御部１２１で第２ブースタ１３０に印加する電圧の選択を変
更する時間またはタイミングは、変更することもできる。第１電源電圧ＥＬＶＤＤの波形
を検知し、検知した第１電源電圧ＥＬＶＤＤの波形が安定化したと判断される時、スイッ
チング制御部１２１が電圧の選択を第１電圧Ｖ１から第１電源電圧ＥＬＶＤＤに変更でき
、このために、電圧の波形を検知する装置を別途に備えうる。
【００６８】
　スイッチング制御部１２１が第１電源電圧ＥＬＶＤＤを第２ブースタ１３０に印加する
間は、第１電圧Ｖ１を生成する必要がなくなる。したがって、スイッチング制御部１２１
が第１電源電圧ＥＬＶＤＤを選択する間は、第１ブースタ１１０をオフ状態として電圧の
ブースティング動作を中断させる。
【００６９】
　一方、ディスプレイパネル３の動作が終了する時には、ディスプレイパネル３の動作開
始時と逆のシーケンスが進められうる。すなわち、ディスプレイパネル３の動作が終了す
るとき、外部の電源ＩＣからディスプレイパネル３に印加された第１電源電圧ＥＬＶＤＤ
及び第２電源電圧ＥＬＶＳＳの供給が遮断される。このように、突然の電圧の遮断によっ
て、突入電流が発生しうる。
【００７０】
　したがって、ディスプレイパネル３の動作終了時、安定的に終了シーケンスを行うため
に、電圧選択部１２０は、選択電圧、すなわち、第２ブースタ１３０に印加する電圧を第
１電源電圧ＥＬＶＤＤから再び第１電圧Ｖ１に変更する。この時、第１電源電圧ＥＬＶＤ
Ｄが第２ブースタ１３０に印加される間は、第１ブースタ１１０がオフ状態に維持されて
いるので、ディスプレイパネル３の動作終了時は、第１ブースタ１１０を再びオン状態に
変更する必要がある。
【００７１】
　従来の電源ドライバでは、バッテリー１電圧のみを使用してゲートドライバ２の駆動に
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必要な電圧を生成していた。しかし、バッテリー１の電圧範囲が次第に広くなり、これに
より、電源ドライバが内蔵されたドライバＩＣ内で、第１駆動電圧ＶＧＨ及び第２駆動電
圧ＶＧＬを生成する効率が低下する。また、ディスプレイパネル３の解像度が高い場合、
例えば、ＶＧＡ級以上である場合、内部の電流のダイナミックレンジが大きくて、電源ド
ライバをドライバＩＣに内蔵できない場合も発生する。
【００７２】
　しかし、前記のように、本実施形態による電源ドライバ１００は、ディスプレイパネル
３の動作開始時には、バッテリー１の出力電圧Ｖｂｏｕｔを利用して第１ブースタによっ
て生成された第１電圧Ｖ１を使用してゲートドライバ２の駆動に必要な電圧を生成し、一
定時間が経過した後には、ディスプレイパネル３に印加される電圧（第１電源電圧ＥＬＶ
ＤＤ及び第２電源電圧ＥＬＶＳＳ）を使用してゲートドライバ２の駆動に必要な電圧を生
成する。
【００７３】
　これにより、本実施形態による電源ドライバは、次のような利点を有する。
【００７４】
　電源ドライバ１００は、バッテリー１の電圧範囲が広くなることと関係なしに、安定的
で効率的な第１駆動電圧ＶＧＨをゲートドライバ２に供給できる。また、高画質のディス
プレイパネル３の場合にも、ドライバＩＣに電源ドライバ１００が共に内蔵されうる。
【００７５】
　画素回路に必要なすべての電圧を同じ電源から生成できるので、リップルノイズによる
表示品質の低下を防止できる。
【００７６】
　ディスプレイパネル３の動作中に第１ブースタ１１０の動作を中断させることができる
ので、消費電力を減少させ、ＥＭＩ（ＥｌｅｃｔｒｏＭａｇｎｅｔｉｃ　Ｉｎｔｅｒｆｅ
ｒｅｎｃｅ）が改善する効果がある。
【００７７】
　また、ディスプレイパネル３の動作初期または動作終了時には、正常ではない画像が表
示されることを防止するために、ブラックデータが表示されねばならないが、この時、時
間的に早く安定した電圧を供給できるバッテリー１の出力電圧Ｖｂｏｕｔを使用して、ブ
ラックデータを維持できる。
【００７８】
　図４は、本発明の一実施形態による有機発光表示装置を示す図面である。
【００７９】
　図４を参照すれば、本実施形態による有機発光表示装置は、第１電源ドライバ１００、
第２電源ドライバ２００、バッテリー１、ゲートドライバ２、ディスプレイパネル３、デ
ータドライバ４、及びコントローラ５を備える。
【００８０】
　第１電源ドライバ１００及び第２電源ドライバ２００は、コントローラ５から制御信号
ＳＰ１，ＳＰ２をそれぞれ印加されて、ゲートドライバ２の駆動に必要な電圧や画素回路
の駆動に必要な電圧を生成する。
【００８１】
　第１電源ドライバ１００は、図１で説明した電源ドライバ１００であり、ゲートドライ
バ２にゲートドライバ２の駆動に必要な電圧を供給する。具体的には、第１電源ドライバ
１００は、第１駆動電圧ＶＧＨ及び第２駆動電圧ＶＧＬをゲートドライバ２に印加する。
また、第１電源ドライバ１００は、図示していないが、ガンマ補正用の電圧（ｇａｍｍａ
　ｖｏｌｔａｇｅ)をデータドライバ４に印加できる。第１電源ドライバ１００は、ドラ
イバＩＣに内蔵されうる。
【００８２】
　第２電源ドライバ２００は、第１電源ドライバ１００と別途に備えられた電源ＩＣであ
る。第２電源ドライバ２００は、ドライバＩＣの外部に別途に備えられ、ディスプレイパ
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ネル３に第１電源電圧ＥＬＶＤＤ及び第２電源電圧ＥＬＶＳＳを印加する。また、第２電
源ドライバ２００は、第１電源電圧ＥＬＶＤＤを第１電源ドライバ１００に印加する。
【００８３】
　バッテリー１は、第１電源ドライバ１００がゲートドライバ２の駆動に必要な電圧を生
成できるように電圧を供給する。
【００８４】
　ゲートドライバ２は、コントローラ５からの制御信号ＳＧによって、複数の走査ライン
Ｓ［１］．．．Ｓ［ｎ］に走査信号を供給する。走査信号は、走査ラインＳ［１］．．．
Ｓ［ｎ］に順次に印加され、前記走査信号に合わせてデータ信号が画素回路３１に印加さ
れる。
【００８５】
　データドライバ４は、コントローラ５からの制御信号ＳＤによって、複数のデータライ
ンＤ［１］．．．Ｄ［ｍ］にデータ信号を印加する。データラインＤ［１］．．．Ｄ［ｍ
］のそれぞれは、データドライバ４の出力端と連結される。
【００８６】
　ディスプレイパネル３は、ｎ×ｍ個の画素回路３１、行方向に形成されたｎ個の走査ラ
インＳ［１］．．．Ｓ［ｎ］、列方向に形成されたｍ個のデータラインＤ［１］．．．Ｄ
［ｍ］を含む。走査ラインＳ［１］．．．Ｓ［ｎ］は、画素回路に走査信号を伝達する。
また、データラインＤ［１］．．．Ｄ［ｍ］は、画素回路にデータ信号を伝達する。前記
ディスプレイパネル３は、有機発光ディスプレイ（ＯＬＥＤ）でありうるが、これに限定
されない。
【００８７】
　コントローラ５は、有機発光表示装置の各部分の動作を制御する。前記制御のために、
コントローラ５は、ゲートドライバ２用制御信号ＳＧ、データドライバ４用制御信号ＳＤ
、第１及び第２電源ドライバ１００，２００用制御信号ＳＰ１，ＳＰ２を各部分に印加で
きる。コントローラ５は、第１電源電圧ＥＬＶＤＤの波形を検知し、検知結果によって、
第１電源ドライバ１００が第１電圧Ｖ１または第１電源電圧ＥＬＶＤＤのうちからいずれ
かの電圧を選択するかを制御できる。
【００８８】
　第１電源ドライバ１００及びその周辺構成の動作は、図１の説明で既に詳細に記述した
ので、ここでは、省略する。
【００８９】
　前記のような構成によって、本実施形態による電源ドライバ１００を備える有機発光表
示装置は、電源ドライバ１００でバッテリー１の電圧範囲の拡大と関係なく、安定的で効
率的な第１駆動電圧ＶＧＨをゲートドライバ２に供給できる。また、ディスプレイパネル
３が高画質である場合にも、ドライバＩＣに電源ドライバ１００が共に内蔵されうる。
【００９０】
　また、画素回路に必要なすべての電圧を同じ電源から生成できるので、リップルノイズ
による表示品質の低下を防止できる。
【００９１】
　また、ディスプレイパネル３の動作中に第１ブースタ１１０の動作を中断させることが
できるので、消費電力を減少させ、ＥＭＩを改善する効果がある。
【００９２】
　また、ディスプレイパネル３の動作初期または動作終了時には、正常ではない画像の表
示を防止するために、ブラックデータが表示されねばならないが、この時、時間的にに早
く安定した電圧を供給できるバッテリー１の出力電圧Ｖｂｏｕｔを使用して、ブラックデ
ータを維持できる。
【００９３】
　本発明は、図面に示された実施形態を参照して説明されたが、これは、例示的なものに
過ぎず、当業者ならば、これから多様な変形及び均等な他の実施形態が可能であるという
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ことが分かるであろう。したがって、本発明の真の技術的保護範囲は、特許請求の範囲の
技術的思想によって決定されねばならない。
【産業上の利用可能性】
【００９４】
　本発明は、表示装置関連の技術分野に好適に適用可能である。
【符号の説明】
【００９５】
１　バッテリー、
２　ゲートドライバ、
３　ディスプレイパネル、
１００　電源ドライバ、
１１０　第１ブースタ、
１２０　電圧選択部、
１２１　スイッチング制御部、
１３０　第２ブースタ、
１４０　第３ブースタ。

【図１】 【図２】

【図３】
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